
【HPにも掲載しておりますので、鮮明な画像もお楽しみください。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『校訓「行学一如」の由来』 
修業（実行・実践）と修学（学問・研究）は一体であって人格形成には学習と実践のどちらも重要で

あり、互いに影響し合って発展していくものだという仏教の教え。創立 100 周年を記念して制定。 
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２ 部活動任意加入制導入後の状況 

 上のポスターは美術部員が急遽制作してくれま

した。「『学校見学』は対象者を絞らず毎日受け

入れたい」という校長の思いを上手に表現できて

おり、すでに問合せを複数頂いています。このよ

うに、今春の任意加入制導入後も興味関心に応じ

てほぼ全生徒が仲間と励み合い、それぞれの分野

領域で活躍しています。先輩が引退して部員が一

人だけになってしまった部も、ほぼ毎日先輩が寄

り添ってくれている様子。こんなところにも本校

生が持つ優しさや爽やかさがにじみ出ています。 

 

１ 剣士とリフター各１名が東北大会進出 

県高校総体を勝ち抜いた２名の生徒が東北高校

総体の出場権を獲得しました。ｳｪｲﾄﾘﾌﾃｨﾝｸﾞ競技の

阿部蒼空選手（鶴岡三）と剣道競技の押井聖翔選

手（藤島）です。二人とも全国大会には届かず、

悔しさや先輩、仲間への思いが喜びよりも優って

いるようですが、努力が報われたこの成績はとて

も尊く、仲間や関係者の方々にとっても誇らしい

ものです。上位大会でも力を出し切って闘い、そ

の経験を仲間や後輩に伝えられるように、多くの

ことを学んで来てくれることを期待しています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
今後の予定 

 
【 ６ 月 】 

17月 学校特別公開(PM) 

19 水 県農ク意見発表会 

25火 期末考査(～28金) 
 

【 ７ 月 】 

2火 2 学年ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ(～4木) 

4木 ３学年進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

   １学年企業農事視察 

6 土 農業技術検定 

9火 県農クﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ発表会 

11 木 １学年進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

18 木 １学年薬物乱用防止講話 

22 月 １学年保護者進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 

23 火 終業式 

24水 夏期講習(～26金) 

４ 地域貢献活動を通して学習成果を発表！ 

5月は園児や中学生、地域のみなさんなどたくさんの方々

にご来校頂きました。「交流人口」という言葉をよく耳にし

ますが、生徒数 123 名の本校にとって来校者の存在は大変

有難く、あちこちで通常以上の活気が感じられました。主な

内容は、スマート農業の見学や中学生の農業関連体験、農業

と福祉の連携協働に係る事業です。見学や体験活動を手ほ

どきした園児たちから手作りの記念メダルを首にかけても

らい、生徒達は照れながらもとても満足げな表情でした。 

【編集者コラム】・・ 教員生活における嬉しい瞬間 ・・ 
私の場合は何と言っても進路実現。そして部活動に係る目標達成でした。

但し、どちらも喜びの大きさは、該当生徒の努力の大きさや私自身の関わり

の深さに比例します。努力が実った時の満面の笑みはとても爽やかで、今で

も多くの笑顔が思い出されます。他方、生徒には申し訳ないのですが、目標

達成できなかったり、不登校に陥ったり、問題行動を起こして特別指導にな

ったりした生徒達も別の喜びをくれました。共に悩み、新たな目標を定めて

一緒に踏み出すなど、頼って貰える喜びも教師にとっては格別なものです。 

５ 地元企業説明会で有益情報をゲット！ 

5 月 30 日。20 の企業団体の皆様に御協力頂き、昨年度

まで学年毎だった説明会を全学年同時に実施しました。3年

生の進学組を除く全校生が 20 チームに分かれ各回 15 分

間程度 4 つの説明ブースを回ります。各ブースでは業績や

業務内容、地域貢献の概況、地域の魅力についても丁寧にご

説明頂き、生徒達も皆真剣にメモを取っていました。ご協力

頂いた皆様にご恩返しできる有為な地域の担い手になれる

よう、全員で励み着実に成長していきましょう。 

３ 質が高く審査員泣かせの校内意見発表会 

各分野の最優秀賞を獲得した丸山夕陽さん（藤島）、佐藤

琉海那さん（余目）、工藤和歩さん（朝日）の３名が県大会

出場を決めました。ともに３年生ですが、同じ３年のカンく

んは勿論、１,２年生の意見発表も素晴らしいものでした。

特に「わたしの咲く場所」と題しﾄｯﾌﾟﾊﾞｯﾀｰとして発表した

１年生齋藤彩音さん（鶴岡四）の発表が１年生とは思えない

ほど堂々としたもので、全体的な質の向上につなげてくれ

ました。県大会に出場者のさらなる飛躍を期待しています。 

６ 県農業クラブ連盟総会に仲間が集う！ 

 県学校農業クラブ連盟事務局を今年度から 2 年

間本校で担わせて頂きます。本連盟の設立目的は

「県内学校農クの相互連携を図り、明るい農村の発

展に寄与すること」とされており、「学びを通した

地域貢献」の必要性が改めて感じられます。 

 来年度、東北大会の置賜地区開催が決定されてお

り、各種発表水準の向上に加えて円滑な運営力が求

められます。成功に向けて協力していきましょう。 


